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	カタログ番号: APRab12807
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はNF-κBの構成要素と結合し、複合体を細胞質内に捕捉することで、核内の遺伝子活性化を阻害する。コードされるタンパク質がリン酸化されると、ユビキチン経路によって破壊され、NF-κBが核に移行できるように活性化される。[RefSeq提供、2011年9月],機能：NF-κBと複合体を形成し、細胞質内に捕捉することでNF-κBを阻害する。NF-κB p50-p65およびp50-c-Rel複合体のDNA結合を阻害する。,PTM：セリンリン酸化;プロテアソーム依存性分解を受ける。,類似性：NF-κB阻害因子ファミリーに属する。,類似性：6つのANKリピートを含む。,サブユニット：RELA、REL、NFKB1核因子NF-κB p50サブユニット、およびNFKB2核因子NF-κB p52サブユニットと相互作用する。,組織特異性：脾臓、精巣、肺に多く発現し、次いで腎臓、膵臓、心臓、胎盤、脳に多く発現する。また、顆粒球およびマクロファージにも発現する。,
	研究分野
	T細胞受容体;B細胞抗原;神経栄養因子;アディポサイトカイン;
	画像データ
	

	IκB-ε抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	IκB-ε抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF-α 20 ng/ml 5'で処理したHeLa細胞ライセートのIκB-ε抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

